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1. 研究の目的　 衣料の保温性は,  JIS の冷却 法では

裸 と試料 との保温率で表 わしてい るが， 熱貫 流係数 Ｕ

〔Kcal/m2･h. °C〕 で表 わすのが， 最 も直接的で合理的

である と考え，かつ常温 の開放実験室で実験で き便利 な

こ とが多い ので，こ の方法で保温性 の測定を行 なった。

１報で測定方法,    2報で種 々の衣料お よびそ の組み合

わせについ て,無風時におけ る実験結果を報告し たので，

今回は有風時 の保温性を測定し た。

2. 方法　上下に十分 な断熱材 をつけ た金 属円筒 に温

湯を入れ，外周に試料を巻いて送風し （風速1 m/sec,

2 m/sec ）,  ―定時間 間隔 に円筒内温と外温を測定し， こ

れよ り熱貫流係数Ｕを求 めた。

試料 は晒木綿，綿ブロ ―ド，綿 メッシュ メリヤス，お

よびそ の組み合 わせを用い た。

3. 成果　無風状態で試料が熱源体に密着し てい る場

合は，何れ の衣料も裸の円筒よ りＵ の価 が大きい，即 ち

これ らの保温材でおお った方 が放熱しや すい のであ った

が，有風時には裸 の円筒 のＵ の価 が大 きく，保 温材を巻

いた場 合との差が顕著であ る。試料間では含気量 の多い

もの，含気状態が安定し ている と思 われ るも のほ どＵ の

価が小 さく， かつ風速 による影響 が少 ない。


